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大好評だった展覧会、ありがとうございました！ 
校 長  髙山 直也 

 

  長かった２学期も終わろうとしています。ついに冬将軍が到来し気候は真冬に入りましたが、１２月、短い

師走の学校では、子供たちが体験・経験した熱い学習や活動がたくさんありました。 

１２月２日、６年生の高輪区民館ホールでの「雅楽教室」に始まり、５日、学期に１回の合唱団と一緒に素

敵なハーモニーを奏でる「音楽集会」、６日、３年生と「テンプル大留学生による交流授業」では笑顔がはじ

けました。９日には、代表委員会で取り組んだ、「白金小の街ガイドブック」を、区議会にて「マイスクールコ

ンペティション」で発表してきました。１１日には、「区長表敬訪問」にて合唱団が区長・教育長・区議会議長

をはじめ港区役所の方々約４０人を前に、感動の歌声を披露してきました（皆さん目頭を押さえて…）。１３

日には５年生が、「港区選挙管理委員会の方々に出前授業」をしていただき、１８歳からの民主主義第一歩

の心得を、投票体験と共に学びました。１４日は、ダンスクラブのメンバーが「リズムダンスフェスタで見事銀

賞」に！１９日には５年生が、サントリーホールにて「最高のオーケストラ鑑賞」をしてきました。少し早いクリ

スマスの曲も含め、幸せな時間を過ごしました。 

  

そして、いよいよ展覧会が１９日から幕明けとなり、３日間でのべ 1,000 人を越える

方々に、ご来場いただきました。準備の段階で、少しずつ会場が出来上がっていく間もワ

クワクしましたが、完成をみた時、想像をはるかに超える「白金芸術祭」にふさわしい空間

ができあがっていました。図工を子供たちに直接指導した、１年、２年、３年～６年それぞれ

を担当した４人の教員は、日々子供たちの想像力と表現力を、いかに題材・素材・道具を

通して引き出すかに苦労を重ねてきました。また、全体空間構成から演出、コンセプト「つながる・かかわる」

の企画・実行や細かな展示方法に腐心してきました。さらに学年の教員は、Ｔ．Ｔとして時に指導補助し、共

に作品管理をし、子供の作品がより輝きを増すよう総出で展示作業に取り組みました。 

  初日、校長が最初に会話をした方が開口一番、「見事！」とおっしゃり、「子供の自由な発想が凄い。似た

作品が一つも無い、個性が出てますねー。それを包むこの会場全体がまた見事！」とほめていただきまし

た。それから３日間、会場に足を運んだ際には、たくさんの方に絶賛の言葉をいただきました。玄関から地

下の廊下を通り、体育館の会場の中まで、観る方々の笑顔であふれていることは、とても嬉しいことでした。 

ナイトミュージアムも大好評で、昼と違ったワクワク感の中で作品鑑賞ができました。 

子供たちの笑顔もあふれていましたね。友達と楽しそうに観る姿、異学年で手をつないで教えてもらう姿、

幼稚園・保育園児と笑いながら観る姿、お家の方と談笑しながら観る姿…。何より６年生は、「学芸員」や

「受付」という大役を見事に果たし、自分と違う学年の作品を、あたかも自分が作ったかのように、詳しく熱

心に、実物の材料まで使って解説してくれました。子供たちの笑顔と鑑賞に来ていただいた大人の笑顔と、

様々な方と会話している教職員の笑顔で、とてもとても幸せな空間が広がっていました。子供と学校で創

るのが行事ですが、鑑賞していただいた皆さんの温かい気持ちと共に、展覧会は大成功で幕を閉じました。 

  

最終日の２１日（土）、ピロティと校庭では、ＰＴＡの方々が朝早くから準備していただ

いた「もちつき」が開催され、３年生・６年生が歓声を上げていました。本当に感謝です。

穏やかな日よりと相まって、展覧会ともちつき両方の幸せな空気が白金小学校全体を

包み、何とも素敵な雰囲気となりました。笑顔と幸せの相乗効果、正のスパイラルは学

校に安定とエネルギーをもたらします。一緒にＷｅｌｌ－Ｂｉｎｇな学校に、来年もどうぞよ

ろしくお願いいたします。皆さまで良い年をお迎えください。 
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今年度の学校評価について 
校 長  高山 直也 

  

１１月から Foｒms を使った学校評価のアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。項目は違

いますが子供たちにも評価アンケートをしました。その結果、本校の子供たちは非常に自己肯定感が高い

ことが分かりました。一例を挙げると「人に優しくしているか」「学習で自ら学び解決しているか」「すすんで

挨拶しているか」「体力を高め給食をしっかり食べているか」「異学年交流に楽しく取り組んでいるか」等の

項目は、いずれも９０％以上、中には９６％の項目もありました。意欲と自己肯定感が高いことは、学校生活

が充実していたことを物語り、とても嬉しいことです。 

もちろん順風な日ばかりではありません。トラブルや悩みを抱えたり、学校に足が向かなかったり、なか

なか解決しないこともあります。そういったことにもしっかり寄り添い、多くの子が笑顔で生活できるよう今

後も努力を続けます。 

 

保護者の皆様からいただいた学校評価も高い評価をいただき、感謝しております。私たち教職員が、チ

ーム一丸となって取り組んできたことが評価され、私たちの自己肯定感も高まります。自由意見もありがと

うございました。課題のご指摘もいただいております。また、「分からない」というお答えが多い項目は、周

知・ＰＲ不足も否めません。できるところから、改善の努力をしていきますが、中には変えることの難しいこと

もあります。少しずつですが、より良き白金小学校に向けまた教職員で邁進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後のことの周知・共有≫ 

〇工事： 正門の安全性を高めるための工事（１月中） 古くなった体育館床の大規模改修（冬休み） 

      校舎・校庭等の改修（今後４年かけて、トイレ、校庭等も含む大規模改修） 

〇iPadの使用について：  

持ち帰りは区全体での取り決めであり、宿題や連絡等に使用。学校ではデジタルとリアル（体験

学習） を往還させ、体験・経験の機会を多くしています。On-line 授業は家庭での操作環境の

確認も含め学期１回を継続しますが、長時間視聴の課題については、今後検討してきます。 


